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ヒト胎盤における L-グルタミン酸のトランスポーターには、EAAT1(SLC1A3)、
EAAT2(SLC1A2)、EAAT3(SLC1A1)が知られており、EAAT1 は母体側に、EAAT3
は胎児側の血管内皮細胞に発現している。EAAT2 は母体側と胎児側の両方に発

現しているが、胎児の血管全体の５％程度である。EAAT3 は L-グルタミン酸を

能動的に胎児から胎盤へ取り込むとされている。 
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ラット及びマウスでは、成獣、新生児にかかわらず、L-グルタミン酸の血漿中

濃度を通常の 15 倍に増加させても、脳内の L-グルタミン酸濃度は変化しない。

一方、L-グルタミン酸ナトリウム（2 g/kg 体重）の経口投与により血漿中濃度が

通常の 19 倍以上になると、脳内の濃度は約 20％上昇するとされている。 
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雄の F344 ラット（各群 10 匹）に L-グルタミン酸ナトリウム（0、5.83%；0、
2,915 mg/kg 体重/日 1）を 10 週間混餌投与した試験において、有意な体重増加の

抑制、尿の pH の上昇、クレアチニン濃度の減少、ナトリウムイオン濃度の上昇、

膀胱上皮の単純性過形成が認められた。その他サッカリン等の 7 種の化合物のナ

トリウム塩で同様に行われた試験の結果も踏まえ、尿中のナトリウムイオン濃度

資料１－２ 



 
と膀胱上皮への影響との間に直接的な関連性はみられないが、膀胱上皮への影響

はラットに特異的に認められ、尿中のナトリウムイオン濃度の上昇、尿の pH の

上昇、尿量の増加によりもたらされる可能性が考えられた。 
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  雄の SPF アルビノラット（各群 10 匹）に L-グルタミン酸ナトリウム（0、6%；

0、3,000 mg/kg 体重/日）を単独で、あるいは塩基（炭酸水素ナトリウム（1.6%；

800 mg/kg 体重/日）、炭酸水素カリウム（2.5%；1,250 mg/kg 体重/日））または酸

（塩化アンモニウム、1.0%；500 mg/kg 体重/日）とともに 13 週間混餌投与した試

験において、炭酸水素カリウムとともに投与した群にのみ、膀胱及び腎臓の上皮 
 の過形成が有意に認められた。過形成は尿の酸性化によってもアルカリ化によっ 
 てももたらされると考えられた。 
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 タンパク質の平均一日摂取量は 70.8 g（1～6 歳：46.5 g）である。 


